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要旨 

ゾンビ中小企業の生産性と、ゾンビ企業への設備投資がその企

業の生産性に対しどのような影響を与えたか個表データを用

い分析を行った。結果ゾンビ中小企業は生産性の伸びが全体に

比べ低く、同時に設備投資が生産性に対し有意な影響を与えて

いなかった。これらのことはメインバンクがゾンビ企業を生な

がらえさせる事で、日本経済の生産性が下がり、かつ生産性に

寄与しない非効率な投資を生み出したことを示唆するものと

思われる。 
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